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三河台小学校近辺で
コリー犬 2匹（オスとメス）を散歩
させている飼い主がいます。

その飼い主は繁殖をし、犬を欲しがる人へ譲るそ

うです。猛反対です。

子犬・仔猫を譲り受けたいと希望する人は、誰しもが初めは、「一生、大切に大切に飼います」と言うの

ですが、最後まで飼えない人が後を絶ちません。

現に、保健所へ持ち込まれたり、捨てられた命は、一度は飼い主に大切にされた命なのです。

嫌いな人は飼うことがないため、捨てることはありません。捨てたり保健所へ持ち込む飼い主の大半が

『自称動物好き』なのです。

また、震災後には、不妊手術を受けていなかった犬が繁殖し、エサ不足からの共食い事件も多発しまし

た。問題の飼い主は、去勢不妊を受けていない動物が、震災や飼い主死亡後にどうなるかを想像すべ

きです。

●人間側の事情で犬・猫の母子を引き裂くと、母犬・母猫は泣き叫びながら子犬を探します。動物を飼

いたい人は、保健所から引き取るとか被災動物を引き取るのが福島でも一般的になり、ペットショップ

から買うことを恥だと思う方が増えました。問題の三河台周辺を散歩させている飼い主は意識が低いと

いえます。

保健所から引き取ったり被災動物を保護すれば、少なからず、税の無駄遣いを防げますし、処分業務に

携わる行政職員を精神的苦痛から救うことにもなります。

◆福島民報・福島民友も当方からの強い要望を受けて、繁殖の間違いを理解し、繁殖した飼い主の里親探しに

紙面を提供するのをやめました。

その繁殖希望の飼い主の住所・氏名を調査中です

情報提供をお待ちしております

その飼い主は、証拠隠滅のために犬を捨てる可能性があります。

皆で監視しましょう。

『繁殖は虐待』 024-563-7650
この電話番号は、当該不良飼い主の情報提供専用番号です

〒 960-8066福島市矢剣町 11-3 星野節子

当該飼い主さんは、犬に去勢不妊を受けさせたら、当方までお知らせください。批判するのをやめます。


